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担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

弔慰金の支給等に関する法律、小牧市災害見舞金支給要綱

3

担当課

5

保健福祉

福祉課

社会福祉係

21

平成３０年度以降

地域福祉

事業類型 一般

安心して、相談や情報の提供ができる体制を整備する

1

火災・風水害等により被害を受けた世帯に対し見舞金等を支給することにより、生活に役立

てていただく。

見舞金の支給が必要と思われる災害が発生した場合に、すみやかに災害現場を調査し、要

綱に該当すると認められる場合に見舞金等を支給した。

・見舞金　全焼全壊50,000円、半焼半壊30,000円、床上浸水15,000円

・弔慰金　500万円

・重度の障害を受けた場合　250万円

〔直接経費の内訳〕

助成 0

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 災害見舞金等支給事業

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間

事業番号 114

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート
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運営
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一般会計
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％

千円

千円
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Ｈ24予算額
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Ｈ23決算額

45

Ｈ22決算額
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財

源

その他職員

0.01

（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

473

〔直接経費の内訳〕

・見舞金　　半焼　　　 １件　30,000円

　　　　　　　床上浸水　1件　15,000円

　　※H23決算額とH24予算額の金額が大きく異なるのは、執行残が発生するため。

費用合計

420

53

0.00

受益者負担なし

従事者数

人件費

費

用
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正職員
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受益者負担

570

0

623

131.7

0

0

0

2,878

98

15.7

98

0.00

0
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8,503
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H24

13

件

市内で発生した火災（全焼及び半鐘）による被災者１３件に対し、市から見舞金を届

けることで、生活を立て直すための援助ができている。
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災害弔慰金支給件数

災害障害見舞金支給
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成果指標名

災害見舞金支給件数
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達成状況
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災害見舞金支給件数
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114事業番号

平平平平

成成成成

２２２２
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年年年年

被災者に対し、金銭的な援助ができず、生計の立て直しが困難になる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

ひとり暮らし高齢者など、親族や身寄りのない方もおり、消防本部、区長、民生委員・

児童委員などと連携しながら、被災者への迅速な見舞金の支給を行う。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

被災者に対し、迅速な金銭的な援助が求められる。

被災者の日常生活への応急措置としての支援は必要であり、引き続き、現状の支援

を行うこととする。

方向性の判定


